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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成28年4月28日(2016.4.28)

【公開番号】特開2015-96485(P2015-96485A)
【公開日】平成27年5月21日(2015.5.21)
【年通号数】公開・登録公報2015-034
【出願番号】特願2014-125369(P2014-125369)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｆ   9/659    (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/0567   (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｆ    9/659    　　　　
   Ｈ０１Ｍ   10/0567   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年3月3日(2016.3.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フッ素化ホスファゼン化合物とアミン化合物とをルイス酸触媒の存在下で反応させて、
上記フッ素化ホスファゼン化合物に上記アミン化合物を置換した化合物を合成する、下記
式（１）で表されるアミノ置換ホスファゼン化合物の製造方法。
【化１】

　式中、Ｙ１は－ＮＲ１Ｒ２を表す。Ｙ２はフッ素原子または－ＮＲ３Ｒ４を表す。Ｒ１

～Ｒ４はそれぞれ独立に１価の置換基又は水素原子を表す。Ｒ１とＲ２、Ｒ３とＲ４は環
を形成していてもよい。ｎは１又は２を表す。
【請求項２】
　上記フッ素化ホスファゼン化合物が下記式（２）で表される請求項１に記載の製造方法
。

【化２】

　式中、ｎは１又は２を表す。
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【請求項３】
　上記ルイス酸触媒が、アルミニウム、マグネシウム、リチウム、マンガン、鉄、銅、亜
鉛、スズ、ホウ素、ケイ素、チタン、ジルコニウム、クロム、コバルト、ニッケル、モリ
ブデン、およびバナジウムからなる群から選ばれる元素を含む化合物からなる請求項１ま
たは２に記載の製造方法。
【請求項４】
　上記アミン化合物の炭素数が１～１２である請求項１～３のいずれか１項に記載の製造
方法。
【請求項５】
　上記ルイス酸触媒を上記フッ素化ホスファゼン化合物に対して０．２～３当量で加える
請求項１～４のいずれか１項に記載の製造方法。
【請求項６】
　上記ルイス酸触媒が、Ｍ－Ｚ結合を少なくとも１つ有する化合物からなる請求項１～５
のいずれか１項に記載の製造方法。
　式中、Ｍは金属原子、半金属原子であり、Ｚはハロゲン原子である。
【請求項７】
　上記ルイス酸触媒が、アルミニウム、マグネシウム、リチウム、鉄、銅（ＩＩ）、ホウ
素、ケイ素からなる群から選ばれる元素を含む化合物からなる請求項１～６のいずれか１
項に記載の製造方法。
【請求項８】
　上記ルイス酸触媒が塩素または臭素を有する化合物からなる請求項１～７のいずれか１
項に記載の製造方法。
【請求項９】
　上記ルイス酸触媒を上記フッ素化ホスファゼン化合物に対して０．２５～１当量で加え
る請求項１～８のいずれか１項に記載の製造方法。
【請求項１０】
　上記ルイス酸触媒が、ＡｌＣｌ３、ＭｇＣｌ２、ＬｉＣｌ、ＬｉＢｒ、ＣｕＣｌ２、Ｆ
ｅＣｌ３、ＺｒＣｌ４、ＺｒＯＣｌ２、ＳｉＣｌ４、Ｍｅ２ＳｉＣｌ２、ＴＭＳ－Ｃｌ、
およびＢＣｌ３からなる群から選ばれる少なくとも一種である請求項１～９のいずれか１
項に記載の製造方法。
　Ｍｅはメチル基を表す。ＴＭＳはトリメチルシリル基を表す。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の製造方法を介して、上記アミノ置換ホスファゼ
ン化合物を含有する非水二次電池用電解液を調製する非水二次電池用電解液の製造方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の製造方法を介して、正極と負極と上記非水二次電池用電解液とを具
備する非水二次電池を作製する非水二次電池の製造方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記の課題は以下の手段により解決された。
〔１〕フッ素化ホスファゼン化合物とアミン化合物とをルイス酸触媒の存在下で反応させ
て、上記フッ素化ホスファゼン化合物に上記アミン化合物を置換した化合物を合成する、
下記式（１）で表されるアミノ置換ホスファゼン化合物の製造方法。
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【化１】

　式中、Ｙ１は－ＮＲ１Ｒ２を表す。Ｙ２はフッ素原子または－ＮＲ３Ｒ４を表す。Ｒ１

～Ｒ４はそれぞれ独立に１価の置換基又は水素原子を表す。Ｒ１とＲ２、Ｒ３とＲ４は環
を形成していてもよい。ｎは１又は２を表す。
〔２〕上記フッ素化ホスファゼン化合物が下記式（２）で表される〔１〕に記載の製造方
法。
【化２】

　式中、ｎは１又は２を表す。
〔３〕上記ルイス酸触媒が、アルミニウム、マグネシウム、リチウム、マンガン、鉄、銅
、亜鉛、スズ、ホウ素、ケイ素、チタン、ジルコニウム、クロム、コバルト、ニッケル、
モリブデン、およびバナジウムからなる群から選ばれる元素を含む化合物からなる〔１〕
または〔２〕に記載の製造方法。
〔４〕上記アミン化合物の炭素数が１～１２である〔１〕～〔３〕のいずれか１つに記載
の製造方法。
〔５〕上記ルイス酸触媒を上記フッ素化ホスファゼン化合物に対して０．２～３当量で加
える〔１〕～〔４〕のいずれか１つに記載の製造方法。
〔６〕上記ルイス酸触媒が、Ｍ－Ｚ結合を少なくとも１つ有する化合物からなる〔１〕～
〔５〕のいずれか１つに記載の製造方法。
　式中、Ｍは金属原子、半金属原子であり、Ｚはハロゲン原子である。
〔７〕上記ルイス酸触媒が、アルミニウム、マグネシウム、リチウム、鉄、銅（ＩＩ）、
ホウ素、ケイ素からなる群から選ばれる元素を含む化合物からなる〔１〕～〔６〕のいず
れか１つに記載の製造方法。
〔８〕上記ルイス酸触媒が塩素または臭素を有する化合物からなる〔１〕～〔７〕のいず
れか１つに記載の製造方法。
〔９〕上記ルイス酸触媒を上記フッ素化ホスファゼン化合物に対して０．２５～１当量で
加える〔１〕～〔８〕のいずれか１つに記載の製造方法。
〔１０〕上記ルイス酸触媒が、ＡｌＣｌ３、ＭｇＣｌ２、ＬｉＣｌ、ＬｉＢｒ、ＣｕＣｌ

２、ＦｅＣｌ３、ＺｒＣｌ４、ＺｒＯＣｌ２、ＳｉＣｌ４、Ｍｅ２ＳｉＣｌ２、ＴＭＳ－
Ｃｌ、およびＢＣｌ３からなる群から選ばれる少なくとも一種である〔１〕～〔９〕のい
ずれか１つに記載の製造方法。
　Ｍｅはメチル基を表す。ＴＭＳはトリメチルシリル基を表す。
〔１１〕〔１〕～〔１０〕のいずれか１つに記載の製造方法を介して、上記アミノ置換ホ
スファゼン化合物を含有する非水二次電池用電解液を調製する非水二次電池用電解液の製
造方法。
〔１２〕〔１１〕に記載の製造方法を介して、正極と負極と上記非水二次電池用電解液と
を具備する非水二次電池を作製する非水二次電池の製造方法。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
＜アミノ置換ホスファゼン化合物＞
　本発明において合成されるアミノ置換ホスファゼン化合物において、置換されたアミノ
基の数は、１～２個である。なお、本発明において、アミノ基は置換アミノ基（例えばア
ルキルアミノ基やアリールアミノ基）を含む意味であり、後記置換基Ｙ１のなかで定義さ
れるアミノ基（ＮＲ１Ｒ２）である。
　ホスファゼン化合物は環状ホスファゼン化合物であり、６員環または８員環の環状ホス
ファゼン化合物である。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　上記アミノ置換ホスファゼン化合物は下記式（１）で表される化合物である。
 


	header
	written-amendment

